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5.22(水)～5.24(金) 中間テスト!! ～進路実現のために貯金をしよう～ 

いよいよ来週から、中間テストが始まります。勉強は進んでいますか？ 
 いつもの試験で、それほど準備をしてこなかった人、それでは後悔します。なぜなら、
中間テストは、１学期の成績評価の根拠の半分を占める重要なテストだからです。 
就職希望の人、校内選考会議を経て、受験する企業が決まりますが、その時の判断材料

には、当然、成績は大事になってきます。進学の人、受験形態は個人によって異なります
が、応募資格において、成績は大事な要素です。今は走り出す時です！本気になっている
人は、すでに走り出しています。授業の受け方、課題の提出の仕方にも、その差は歴然とし
て表れています。今までは、それほど遅れているようには感じられなかったかもしれません。
しかし、進路に向けて走り出している人が多い今では、その差は大きいものになっていま
す。 
授業で十分に理解しきれていなかった部分は、テスト勉強を通して、理解する努力をし

ましょう。その努力した経験は、必ず自分自身を信じる気持ちになって、あなた方を支えてく
れます。 
さらに、努力は、テストの点数に必ず反映されます。なぜなら、中間テストは、授業で

勉強した範囲から出題されるからです。 
いつも、授業ではわかっていたのに、テストの点数に結びつかなかったと嘆いている人、

反復してください。定着させるには、何度も繰り返すことが大切です。その回数は人によっ
て違います。自分が覚えられるまで復習する、これが「努力」です。 

 
授業を大切に   ～準備するもの・気持ちの充電、クロムも充電～ 
 新学期が始まって 1か月半、気になる姿を見かけます。 
「クロムの充電を忘れました」「教科書を間違えました」「学習ノートがありません」等々。 
グーグルドキュメントでの提出もある際に、クロムブックが使えないのでは話になりませ
ん。また、時間割の把握も５月なら、出来ていてほしい事項です。準備は基本中の基本。 
準備に気を回しましょう。 
 
進路実現の準備「DQⅢ」 ～「志望理由書」を練り上げよう～ 
金曜日の DQⅢでは、「自己 PR」「志望理由書」に取り組んできました。これがなかな

かスムーズに進まず苦戦している人、多くいましたね。その時間、労力こそが、皆さん自
身の財産になるのです。 
前回の通信で伝えたように志望理由書を書くことは「自分の気持ちを整理すること」、「自分

はこの進路でよいのだ」という覚悟を決めることです。 
覚悟を決める。これは大変なことなのです。よく考えないといけません。それには、ま

ず自分自身を知ることから始めます。 
「何に興味があるか？」「好きなことは何か？」 
「どんなことが続かなかったか？」「どんなことなら続けられたか？」 
「自分なりに頑張ってきたことは何か？」「自分の短所は何か？」 
 
「自分の短所を長所に言い換える」これは、全体会でも講師の先生がご紹介くださいまし

た。そうです。短所は長所の裏返しです。気恥ずかしくて長所がすぐに出てこない人も、
まずは短所が何か、考えてみましょう。その後、リフレーミングすればいいのです。何度
でも考えましょう。書き直しましょう。本格的な就職活動までに、自分自身の自己アピー
ルは、考えた分だけ、自分の財産になるのですから。 

 
森林・環境科(31HR)の人は、LHRや「国語表現」で進路の学習を行います!!  
 森林・環境科(31HR)の人は「国語表現」の授業を通して「自己アピール」を考えてき
ましたね。今後も「志望理由書」「将来像を考える」「履歴書を書く」という勉強をしてい
きます。今までとおり一生懸命取り組みましょう。 
 
ひな鳥の時期は過ぎました。巣立ちの時です。 


